
東北地区国立大学法人等職員採用合同説明会

令和8年7月25日（土）、7月26日（日）開催



説明内容

１．福島大学の概要

２．事務組織と業務内容

３．理念・将来構想、取り組み

４．求める職員像

５．勤務条件・福利厚生

６．第２次試験



１．福島大学の概要



基本情報
【設 立】

昭和２４年５月

（平成１６年４月～国立大学法人へ）

【教職員数】※令和８年５月１日現在の常勤教職員

５６３名

（うち事務系職員 １７１名）

【学生数】※令和８年５月１日現在

●学類生、大学院生 ４,６２１名

●児童、生徒、園児 １,１４０名

【所在地】

福島県福島市金谷川１番地

【アクセス】

「福島駅」 よりＪＲ東北本線

「金谷川駅」 下車 徒歩 約１０分

（福島駅から乗車時間 約１０分）



組織

教育上の組織（３学群５学類、４研究科）
人文社会学群：人間発達文化学類・行政政策学類・経済経営学類
理工学群：共生システム理工学類
農学群：食農学類

地域デザイン科学研究科、教職実践研究科、
共生システム理工学研究科、食農科学研究科

研究上の組織（８学系）
教育学系、地域文化・言語学系、健康・運動・心理学系、
法・行政・社会学系、経済・経営学系、自然科学・情報学系、
応用理工学系、生物・農学系

 その他組織
附属図書館、２機構、８センター、３研究所、農場、附属４校園、
事務局

教育上の組織（４学部、４研究科）
教育学部、政経学部、理工学部、食農学部

地域デザイン科学研究科、教職実践研究科、
共生システム理工学研究科、食農科学研究科

研究上の組織
学系を廃止し、新たな研究組織を構想中

 その他組織
附属図書館、２機構、８センター、３研究所、農場、附属３校園、
事務局

【～令和8年度】 【令和9年度～】



２．事務組織と業務内容



事務組織と業務内容

福島大学では、教育研究組織の再編や

地域課題などに対応するため、事務機構

改革をその都度行っています。令和７年

度に事務組織再編を行いました。

業務は、主に総務系、財務系、教務・学

生系、研究協力系、学術情報系、施設

系に分かれていますが、行事・イベントなど、

全学で連携・協力して行う業務もあります。

課・室等

事
務
局

総務課－広報・渉外室

人事課

会計課

施設課

教務課

学生支援課－キャリア支援室

入試課

研究振興課－事業推進室

社会共創課

学術情報課

学長戦略室

監査室

人間発達文化学類支援室

附属学校園支援室

行政政策学類支援室

経済経営学類支援室

共生システム理工学類支援室

食農学類支援室

環境放射能研究所



３．理念・将来構想、取り組み











取り組み

• 福島大学では、地域社会の未来に必要な最先端の研
究をしています。それらの研究は、教育に還元され、地域
社会に実装されることにより、国立大学としての使命を果
たすことになります。最近では、水素エネルギー総合研究
所が設置され、地域の資源を生かしたエネルギーシステム
の研究が始まっています。

• 福島大学では、学部教育以外にも様々な教育プログラ
ムを全学生に提供しています。被災地へのフィールドワー
クとデータサイエンスを組みあわせたプログラムや、
Fukushimaの本当の姿を体験しに来る留学生との交流、
商品開発や農業の六次産業化をめざすプログラムなど多
彩に富んでおり、地域からも高い評価を得ています。



４．求める職員像



求める職員像

将来を見通した広い視

野と明確な根拠を持っ

て企画立案する職員

1

常に問題意識を持ち、

自ら考え、主体的に課

題に取り組む職員

2

経営意識(コスト意識)

を持ち、効率的かつ効

果的に業務を遂行する

職員

3

業務に必要な情報の

収集、知識の習得を

積極的に行う職員

4

組織内のコミュニケー

ションをとり、良好な関

係を構築する職員

5



《教育重視の人材育成大学》

福島大学職員はこのような
職員を目指しています。

Ａｌｌ Ｆｏｒ Ｓｔｕｄｅｎｔｓ
～共に成長する職員～

一歩先をみよう！

失敗を恐れず何事にも挑戦しよう！

時間の使い方を工夫しよう！

常に学ぶ姿勢を持とう！

ありがとう、感謝の気持ちを伝えよう！



福島大学事務職員のキャリアパス例

他
国
立
大
学
法
人
等

係長
主任
係員

課長・室長・副課長

副参事 （副課長・副室長）

参 事 （課長・室長）

21～(28)年目

課・室員

主 査

主 任

主 事

他
国
立
大
学
法
人
等

課長

階層別研修

○民間企業・私立大学研修
○語学スキルアップ研修
（英語・中国語・韓国語等）
○目的別海外派遣研修（協定校）

etc.

○メンタルヘルス研修
○メンター養成研修

○放送大学活用研修

○人事労務関係セミナー
○研究協力担当職員研修
○会計事務職員研修
○国際交流担当研修

etc.

特別研修

目的別研修

職種別及び専門家養成研修

管理者研修
○課長研修
○補佐研修
○人事評価者研修

etc.

中堅クラス研修
○係長研修
○中堅職員研修

etc.

基礎研修
○キャリアビジョン研修
○ビジネスマナー研修
○ディベート研修
○企画力研修

etc.

放送大学活用研修

初任者クラス研修
○新任教職員研修会

etc.

28年目
（50歳）

23年目
（45歳）

14年目
（36歳）

12年目
（34歳）

【
専
門
性
の
向
上
】

①
法
人
経
営
、
②
教
学
、
③
学
術
情
報
、
④
専
門
的
業
務

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
養
成
（
事
務
系
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
）

求められる能力

※この表は、あくまでも一例であり、本人の勤務成績や希望により変わります。



５．勤務条件・福利厚生



勤務時間等

●勤務時間：８時３０分～１７時１５分
所定労働時間 ７時間４５分（休憩６０分）

●休日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始
※時間外労働や休日出勤を命ずる場合があります。

●有給休暇
年次有給休暇、病気休暇、特別休暇（リフレッシュ休暇、結婚休暇、産前・
産後休暇、育児休暇、介護休暇、社会貢献休暇等）

●その他
育児休業、育児短時間勤務、育児時間、介護休業、介護時間



給与・手当等

●初任給：約２３万円～約２６万円程度
（学歴、職務経験等に基づき決定）

●昇給：年１回 （前年の勤務成績に応じて）

●賞与：期末・勤勉手当（６月、１２月）

●手当：超過勤務手当、通勤手当、住居手当、扶養手当 等



福利厚生

●社会保険等

文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険に加入

●宿舎

福島市内３カ所

（有料。希望者が多い場合は入居できないことがあります。）



６．第２次試験



採用までの流れ

第１次試験

（東北地区）

第１次試験

合格発表

（東北地区）

合同説明会

（東北地区）

第２次試験

（福島大学）

福島大学から

の最終合格

（内定）



選考

◆第１次選考

WEB集団面接（１グループ３名～５名程度）

８月２５日（火）、２６日（水）

◆第２次選考

対面での個別面接（第１次選考合格者のみ）

９月１日（火）、２日（水）※予定

福島大学金谷川キャンパスで実施



申込み方法

福島大学のWEBサイトから

エントリーシートを

ダウンロード

Googleフォームから

エントリーシートを提出

※Googleアカウント必須

提出期間

7月16日（木）～

8月3日（月）17時

WEB適性検査の

案内メール

受信

WEB適性検査の受検

※パソコンでの受検

※期限厳守

受験期間

8月7日（金）～

8月11日（火）17時まで

エントリーシートを提出し、

WEB適性検査を受検した方に、

第１次選考の詳細について

お知らせします。



ワンキャンパスのコンパクト総合大学

教職員同士の顔が見える

コミュニケーションが取りやすい

職場です。

あなたも

福島大学で輝いてみませんか！
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